
（
１
）

令
和
四
年
七
月
七
日
、
法
華
宗
教
学
研
究
所
の
諸
師
と
と
も
に
大
本
山
本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
関
し
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
折
、
両
山
第
四
十
世
日
仁
師
（
一
六
七
五
～
一
七
四
九
）
が
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
作
成
し
た
「
御
聖
教
目
録
』
巾
の
次
の

一
文
が
私
の
関
心
を
惹
い
た
。
な
お
、
文
中
の
」
は
原
文
の
改
行
を
表
す
。

此
ノ
十
三
帖
之
広
本
之
写
本
州
」
希
レ
也
当
寺
二
此
／
写
本
布
リ
」
而
霜
一
二
三
〃
両
巻
不
足
也
」
惜
哉
依
峠
之
何
レ
ノ
人
〃
縦
卜
云
吏
惣
」
不

し
知
し
後
代
達
筆
之
師
」
可
し
有
｜
・
整
足
一
者
也
急
務
」
繁
多
ニ
シ
骸
不
レ
達
一
其
志
与
而
巳
」
古
来
割
り
二
巻
ノ
略
本
之
」
私
新
抄
多
，
流

伝
翼
膨
也
予
」
取
持
懇
二
巻
也
此
ハ
承
師
ノ
」
略
本
歎
尼
崎
／
本
篭
巻
数
」
不
叶
多
覚
タ
リ
尚
ヲ
旧
年
ノ
豆
」
難
陛
計
吻
可
有
考
勘
也
」
後
日
云

勧
二
或
人
一
令
学
寄
二
附
不
」
足
之
両
巻
一
全
部
成
ン
畢
ヌ
」

右
は
「
私
新
抄
」
（
以
下
本
抄
）
の
写
本
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
本
抄
の
写
本
に
は
稀
観
書
で
あ
る
広
本
（
十

ざ
ん
り
や
く

三
帖
本
）
の
ほ
か
に
略
本
（
二
巻
本
）
が
存
在
し
、
古
来
よ
り
そ
の
剛
略
本
が
多
く
世
側
に
流
伝
し
、
日
仁
師
も
そ
れ
を
所
持
し
て

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

は
じ
め
に

〈
新
出
史
料
〉
『
私
新
抄
』
の
剛
略
本
『
私
新
記
」
に
つ
い
て平

島
盛
龍
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（
２
）

い
た
。
し
か
も
「
尼
崎
」
（
本
與
寺
）
に
も
そ
の
剛
略
本
ら
し
き
も
の
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
広
本
は
．

管
見
に
触
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
両
山
第
十
二
世
日
承
師
（
一
五
○
一
～
一
五
七
九
）
の
手
に
よ
る
本
興
寺
蔵
の
も
の
が
も
っ
と
も

（
３
）

《
４
）

古
い
写
本
で
あ
る
。
そ
の
他
、
本
能
寺
や
光
長
寺
等
荊
方
而
に
も
そ
の
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
そ
う
し
た
広
本
と
は
別
に
、
二
冊
か
ら
な
る
本
抄
の
Ⅲ
略
本
が
古
来
よ
り
多
く
世
間
に
流
伝
し
て
い
た
と
い
う
。
『
日
蓮

縦
宗
学
全
密
』
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
本
抄
は
、
隆
師
の
耕
述
の
中
で
も
知
名
庇
が
高
く
、
日
隆
教
学
研
究
の
テ
キ
ス
ト
と

し
て
も
っ
と
も
よ
く
読
ま
れ
た
粁
作
の
一
つ
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
「
私
新
抄
」
の
研
究
史
上
、
本
抄
の
剛
略
本

が
存
在
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
Ｈ
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
で
も
し
そ
れ
が
邪
実
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
本
抄
の
研
究
史
や
本
抄
写
本
の
歴
史
に
関
す
る
一
鮪
と
し
て
必
ず
記
し
世
く

べ
き
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
隆
師
滅
後
に
お
け
る
教
学
研
讃
の
あ
り
さ
ま
や
そ
の
伝
搬
を
知
る
上
で
貴
亜
な
史
料
と
な
る
に
違
い
な
い

（
５
）

と
考
え
、
そ
の
所
在
を
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
「
本
興
寺
寺
宝
目
録
」
（
以
下
「
寺
宝
目
録
こ
の
中
に
「
私
新
記
二
冊
」
（
以
下
本

琶
な
る
著
作
が
目
に
と
ま
っ
た
。
そ
の
書
名
と
冊
数
は
、
日
仁
師
の
い
わ
ゆ
る
「
二
巻
ノ
略
本
之
私
新
抄
」
を
連
想
さ
せ
る
に
充

分
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
興
寺
御
貫
首
小
西
日
遥
視
下
に
該
書
の
閲
覧
を
御
願
い
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
こ

の
た
び
左
記
の
如
く
現
地
調
査
に
至
っ
た
次
第
で
あ
る
。

本
稿
は
、
本
書
の
書
誌
や
伝
来
ま
た
内
容
等
に
つ
き
、
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
事
柄
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
研
究
ノ
ー
ト
故

の
あ
る
程
度
許
さ
れ
た
自
由
な
立
場
か
ら
愚
考
の
一
端
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
．

一
、
調
査
日
時
令
和
四
年
十
一
月
二
十
八
日
（
月
暇
日
）
、
午
後
一
時
～
四
時

二
、
場
所
大
本
山
本
興
寺
方
丈

－“－



さ
て
、
「
寺
宝
目
録
』
の
中
に
紹
介
さ
れ
た
「
私
新
記
」
な
る
著
述
で
あ
る
が
、
後
述
の
如
く
、
本
書
が
「
私
新
抄
』
の
抄
録
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
即
ち
、
日
仁
師
の
い
わ
ゆ
る
「
二
巻
ノ
略
本
之
私
新
抄
」
で
あ
る
こ
と
に
相
違
な
く
、
世
間
に
多
く
流

伝
し
て
い
た
内
の
一
本
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
「
私
新
記
」
の
原
本
で
あ
る
の
か
写
本
で
あ
る
の
か
は
慎
重
に

見
極
め
た
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
書
誌
を
知
る
上
で
重
要
な
奥
書
に
閲
し
、
本
番
に
は
本
奥
書
（
親
本
に
記
さ
れ
た
奥
書
）
に
相

当
す
る
も
の
は
な
く
、
替
写
奥
普
（
当
該
写
本
に
お
い
て
杏
か
れ
た
奥
排
）
も
し
く
は
原
本
の
成
立
後
に
番
か
れ
た
奥
諜
の
類
い
し
か

確
認
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
梢
概
疏
も
わ
ず
か
の
も
の
で
は
あ
る
が
以
下
、
そ
れ
を
も
と
に
本
併
の
杵
瀧
や
伝
来
等
に
つ
い

〈
新
川
史
料
〉
「
私
新
抄
」
の
剛
略
本
「
私
新
妃
」
に
つ
い
て
（
平
胤
盛
剛
）

五
、
調
査
対
象

『
私
新
記
」

六
、
作
業
内
容

三
、
本
山
側
立
合
小
西
日
遙
挽
下
、
消
水
常
光
執
事
長

四
、
凋
盗
側
株
橋
祐
史
（
法
縦
宗
牧
学
研
究
所
所
畏
）
、
平
島
盛
剛
（
同
剛
所
災
）
、
小
西
顕
脳
（
同
所
側
・
搬
影
担
当
）
、

松
井
孝
翔
（
同
研
究
生
候
補
・
搬
影
補
佐
）

一
、
本
書
の
書
誌

②
装
丁
、

③
そ
の
他

①
写
真
撮
影

②
装
丁
、
状
態
、
修
復
歴
等
の
確
認

本
末
二
冊
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セ
ン
チ

法
最
二
九
・
三
×
二
○
・
八
（
単
位
は
糎
）

（
６
）

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
形
態
は
袋
綴
の
冊
子
本
で
二
冊
か
ら
な
っ
て
い
る
。
本
の
状
態
は
、
表
紙
か
ら
見
返
し
に
、
さ
ら
に
は
文
字

が
書
か
れ
た
用
紙
に
ま
で
貫
通
し
た
虫
食
い
の
跡
が
多
く
確
認
さ
れ
、
ま
た
複
数
箇
所
で
綴
じ
糸
が
切
れ
て
い
る
。
但
し
、
本
を
捲

る
際
に
生
じ
る
紙
の
傷
み
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
な
い
。
な
お
、
二
冊
と
も
に
料
紙
の
裏
打
ち
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
表
紙

と
は
違
う
と
こ
ろ
に
綴
じ
穴
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
一
度
は
修
復
歴
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

本
書
に
は
表
紙
に
外
題
（
題
描
）
は
な
く
内
題
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
口
書
に
そ
れ
ぞ
れ
「
私
新
本
」
「
私

新
末
」
と
み
え
、
ま
た
奥
譜
等
か
ら
本
幣
の
併
名
が
「
私
新
記
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
以
下
、
本
末
の
二
冊

（
７
）

を
そ
れ
ぞ
れ
「
本
冊
」
「
末
冊
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
本
冊
は
全
五
十
七
丁
、
末
冊
は
全
六
十
一
丁
か
ら
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

（
８
）

表
紙
等
の
装
丁
は
本
末
同
様
で
あ
る
が
、
筆
跡
と
料
紙
の
質
が
異
な
る
点
に
注
意
し
た
い
。

前
記
の
如
く
、
本
書
は
本
末
の
二
冊
か
ら
な
る
が
筆
跡
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
者
や
製
作
年
お
よ
び
伝
来
の

経
緯
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
根
拠
と
な
る
奥
書
な
ど
の
全
文
を
こ
こ
に
挙
げ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
本
冊
に
つ
い
て
は
、
五
十
四
丁
喪
に
「
已
上
私
新
記
本
畢
」
と
し
た
あ
と
五
十
五
丁
表
に
次
の
如
き
為
播
き
が
見
ら
れ
る
。

て
考
え
て
み
た
い
。

い
ま
、
『
寺
宝
目
録
」

「
私
新
記
」
二
冊

二
、
本
書
の
筆
者
と
製
作
年
お
よ
び
伝
来
に
つ
い
て

に
よ
れ
ば
、

一“一



自
筆
日
顕

貞
享
元
叩
ｆ
歴
極
月
針
蝿
邦
御
文
庫
納
之
者
也

と
見
え
る
。
周
知
の
如
く
、
本
興
寺
第
二
十
八
世
日
顕
師
二
六
三
二
～
一
六
九
二
は
本
興
寺
に
伝
わ
る
御
聖
教
類
を
修
復
し
た

（
９
）

こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
排
見
で
は
こ
の
類
い
の
奥
審
は
日
顕
師
の
自
縦
で
な
さ
れ
る
場
合
が
多
い
と
こ
ろ
、
「
自
縦
日
顕
」
の
部

分
も
含
め
て
右
の
奥
許
は
日
顕
師
の
兼
跡
で
は
な
く
他
筆
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
内
容
か
ら
は
Ⅲ
顕
師
自
身
が
「
私
新
記
」
を
編
み

本
興
寺
文
匝
に
納
め
た
か
の
よ
う
に
読
め
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
で
考
え
た
い
。

次
に
末
冊
の
奥
書
に
つ
い
て
は
、
六
十
一
丁
裏
に
本
冊
と
同
様
、

奉
寄
進
私
新
記
二
冊
之
内

奉
寄
進
私
新
記
二
冊
之

万
治
二
天
正
月
廿
日

続
い
て
五
十
五
丁
裏
に
は
、
右
の
為
書
き
と
は
異
筆
で

奉
寄
進
私
新
記
二
冊
之
内

奉
寄
進
私
新
記

摂
州
尼
崎
本
興
寺
常
住

摂
州
尼
崎
本
興
寺

奉
頼
者
也

奉
齊
写
私
新
記
一
巻
右
志
者
為
尊
師
本
住
院
日
通
大
徳

頓
証
菩
提
至
於
妙
覚
也
乃
至
法
界
平
等
利
益

後
見
之
人
々
本
門
八
品
上
行
伝
付
之
首
題
一
返
御
廻
向

自
筆
日
顕

や
§

〈
新
出
史
料
〉
「
私
新
抄
」
の
剛
略
本
「
私
斬
記
」
に
つ
い
て
（
平
烏
盛
剛
）

常
住

－67－



本
興
寺
御
文
庫
納
之
者
也

と
兇
え
る
。
こ
れ
も
ま
た
日
顕
師
の
自
兼
で
は
な
く
他
雅
（
本
冊
と
伺
飛
）
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
自
錐
日
顕
」
と
あ
る
「
自
兼
」

の
部
分
が
洲
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
も
後
で
考
え
た
い
。
続
け
て
Ｈ
顕
師
の
自
雑
で
、

此
壱
巻
阿
州
撫
推
円
隆
寺
住
持
亜
窟
院

日
玖
神
之
附
与
愚
■
佃
也
Ⅱ
顕
花
押

§

と
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
喪
表
紙
の
兇
返
し
に
は
、
他
と
は
ま
た
異
兼
で

於
術
後
得
此
抄
後
弟
予
没
後
二

で
書
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
、
）
（
Ⅲ
｝

と
こ
ろ
で
、
生
没
年
を
含
め
日
玖
師
の
人
物
像
に
関
す
る
詳
細
は
定
か
で
な
い
が
、
『
法
華
宗
年
表
」
に
よ
る
と
、
寛
永
二
年
（
一
（
咽
）

六
二
四
）
に
円
隆
寺
（
現
鳴
門
市
礁
養
町
）
を
創
立
し
、
そ
の
後
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
妙
法
寺
（
現
徳
島
市
佐
古
）
を
創
立
し

た
と
あ
る
。
そ
の
間
約
六
十
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
日
玖
師
は
相
当
に
若
く
し
て
円
隆
寺
を
創
立
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後

本
普
を
書
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
布
教
や
教
学
の
研
鍛
に
粉
力
的
で
あ
っ
た
日
玖
師
の
人
と
な
り
が
想
像
さ
れ
る
の
で

（
、
）
（
Ⅲ
｝

生
没
年
を
含
め
日
玖
師
の
人
物
像
に
関
す
る
詳
細
は
定
か
で
な
い
が
、
『
法
華
宗
年
表
」
に
よ
る
と
、
寛
永
二
年
（
一
（
咽
）

睦
寺
（
現
鳴
門
市
礁
養
町
）
を
創
立
し
、
そ
の
後
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
妙
法
寺
（
現
徳
島
市
佐
古
）
を
創
立
し

の
間
約
六
十
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
日
玖
師
は
相
当
に
若
く
し
て
円
隆
寺
を
創
立
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後

可
收
本
興
寺
唱
行
院

と
、
本
香
の
伝
来
に
関
す
る
興
味
深
い
内
容
が
識
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
末
の
二
冊
に
記
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
奥
書
等
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
誰
者
お
よ
び
製
作
年
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
ま
ず
末
冊

に
書
か
れ
た
日
顕
師
の
識
語
に
よ
り
、
末
冊
の
「
壱
巻
」
は
円
隆
寺
の
住
持
重
宣
院
日
玖
師
自
身
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
「
壱
巻
」
は
、
文
字
通
り
末
冊
の
一
巻
だ
け
を
書
い
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
日
玖
師
が
こ
れ
を
い
つ
ど
こ

貞
享
元
卿
，
年
極
月
十
五
日
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あ
る
が
、
そ
れ
故
に
、
日
顕
師
の
識
語
に
あ
る
「
日
玖
書
之
」
が
、
「
香
写
」
の
詔
で
は
な
く
「
私
新
記
」
を
「
書
い
た
」
（
網
ん

だ
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て
お
き
た
い
。
「
書
之
」
と
い
う
表
現
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
日
顕
師
の
識
語
に

は
本
書
を
書
い
た
日
玖
師
に
対
し
て
貫
首
で
あ
る
自
ら
を
「
脳
僧
」
と
称
し
、
ま
た
「
附
与
」
（
さ
ず
け
あ
た
え
る
こ
と
）
と
い
う
謙

縦
表
現
を
使
用
し
て
い
る
．
こ
れ
は
、
日
玖
師
の
転
写
の
労
に
配
噸
し
た
汀
い
ま
わ
し
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
方
で
撰
者
で
あ

る
日
玖
師
の
碩
学
ぶ
り
が
本
山
の
批
首
を
し
て
そ
の
よ
う
に
書
か
し
め
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
き
今
少
し
く
愚
見
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
日
玖
師
が
本
書
の
撰
者
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
伝
来
の
経
緯
か
ら
も
そ

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
通
常
な
ら
ば
、
本
山
等
の
中
央
か
ら
地
方
寺
院
へ
と
諸
種
の
情
報
が
流
れ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
例
せ
ば
、
本
稿
日
頭
に
引
い
た
「
御
聖
教
目
録
」
で
は
、
原
本
の
撰
者
が
両
山
第
十
二
世
日
承
師
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て

（
叩
一

い
る
。
つ
ま
り
日
仁
師
は
、
本
山
質
首
に
よ
っ
て
細
ま
れ
た
も
の
が
転
写
さ
れ
、
や
が
て
多
く
の
末
寺
に
伝
搬
し
て
い
っ
た
と
見
て

い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
本
番
の
場
合
は
そ
の
逆
で
、
「
私
新
記
』
な
る
教
学
研
錨
の
為
の
書
物
が
地
方
寺
院
の
一
住
持
か
ら
勧

学
院
を
有
す
る
本
興
寺
に
納
め
ら
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
り
に
日
仁
師
が
考
え
る
よ
う
な
伝
搬
の
経
緯
が
事
実
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
本
書
を
入
手
し
得
た
地
方
寺
院
の
諸
師
は
そ
れ
を
大
切
に
保
持
し
続
け
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
が
普

通
だ
と
す
る
と
、
日
玖
師
が
本
杵
を
あ
ら
た
め
て
本
山
に
納
め
た
こ
と
の
意
味
は
奈
辺
に
あ
る
の
か
、
私
に
は
理
解
し
難
い
と
こ
ろ

こ
れ
に
関
連
し
、
本
番
が
本
興
寺
に
納
め
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
も
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
貞
享
元
年
極
月
、
本
興

（
皿
｝

寺
は
日
顕
師
の
発
願
に
よ
る
御
聖
教
修
復
事
業
の
直
中
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
そ
の
時
期
に
日
玖
師
が
本
書
を
寄
進
し
た
こ

と
は
、
偶
然
の
一
致
と
も
思
え
な
い
。
恐
ら
く
日
玖
師
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
本
番
に
対
す
る
格
別
の
思
い
入
れ
か
ら
、

あ
え
て
そ
の
時
期
を
遊
ん
で
寄
進
を
し
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
格
別
の
思
い
入
れ
と
は
、
『
私
新
抄
』
に
関
す
る

〈
新
出
史
料
〉
「
私
新
抄
」
の
剛
略
本
『
私
新
記
」
に
つ
い
て
（
平
島
盛
Ⅲ
）

で
あ
る
。
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他
方
、
本
冊
に
閲
し
て
は
、
為
播
に
尊
師
本
住
院
日
通
大
徳
の
菩
提
の
為
に
万
治
二
年
二
六
五
九
）
に
「
奉
杏
写
私
新
記
一

巻
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
「
私
新
記
」
の
原
本
で
は
な
く
、
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
奥
書
の
情
報
に
よ

る
限
り
、
日
通
師
を
尊
師
と
仰
ぐ
本
冊
の
書
写
者
が
誰
で
あ
る
の
か
、
そ
し
て
ど
こ
で
書
い
た
の
か
は
不
明
と
す
る
し
か
な
い
。
た

だ
し
、
前
記
の
如
く
本
末
の
二
冊
は
筆
跡
が
異
な
る
故
に
、
少
な
く
と
も
本
冊
の
書
写
者
は
日
玖
師
で
は
な
い
。
な
お
、
こ
の
．

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、

あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。

自
身
の
研
讃
の
成
果
す
な
わ
ち
「
私
新
記
」
を
本
山
の
貫
首
に
披
露
し
た
い
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る

時
、
後
述
の
如
く
、
「
自
筆
日
顕
」
の
「
自
筆
」
の
部
分
を
消
し
、
あ
ら
た
め
て
「
日
玖
書
之
附
与
愚
僧
」
と
記
し
た
日
顕
師
の

識
語
の
意
味
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
日
仁
師
が
『
御
聖
教
目
録
」
を
作
成
す
る
約
百
年
前
か
ら
日
玖
師
が
活
蹄
し
て
い
た
と
な
る
と
、
そ
の
間
に
本
書
を
編
み
、

そ
れ
が
帷
写
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
各
方
而
に
伝
搬
し
た
可
能
性
も
充
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

如
上
㈲
状
況
証
拠
ば
か
り
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
日
玖
師
を
原
本
の
撰
者
に
比
定
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
。
但
し
、
か

り
に
日
玖
師
が
「
私
新
記
」
の
撰
者
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
本
冊
の
原
本
も
日
玖
師
自
身
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
の

点
に
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、
よ
り
根
本
的
な
問
題
と
し
て
、
そ
も
そ
も
地
方
寺
院
の
一
住
持
で
あ
る
日
玖
師
が
「
私
新
抄
』
を
抄
録

し
得
る
環
境
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
『
御
聖
教
目
録
」
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
当
時
、
本
抄
の
広
本
（
十
三
帖
が
雛
っ

た
写
本
）
は
ま
さ
に
稀
鯏
幣
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
本
山
や
棚
林
等
の
然
る
べ
き
環
境
に
あ
る
者
し
か
閲
覧
が
叶
わ
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
今
は
、
あ
く
ま
で
も
「
私
新
記
」
の
撰
者
に
関
す
る
一
つ
の
仮
説
と
し
て
日
玖
師
を
考
え
て
お

き
た
い
。

こ
の
末
冊
は
原
本
と
写
本
の
両
方
の
可
能
性
を
持
つ
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
日
玖
師
が
兼
者
で
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巻
」
と
は
、
本
冊
の
み
を
齊
写
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
、
次
に
本
書
伝
来
の
経
緯
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
も
と
も
と
本
末
の
二
冊
が
別
系
統
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も

視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
別
系
統
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
者
お
よ
び
書
か
れ
た
時
処
を
異
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
点
、
本
書
が
本
興
寺
に
納
め
ら
れ
る
二
十
五
年
前
に
す
で
に
本
冊
が
響
か
れ
て
い
た
こ
と
や
、
本
末
の
料
紙
に
質
の
違
い

が
確
測
さ
れ
る
こ
と
な
ど
も
、
そ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
そ
の
場
合
、
誰
か
の
手
に
よ
っ
て
転
写
さ
れ
た
本
冊
を
日

玖
師
が
入
手
し
、
自
身
が
所
持
す
る
末
冊
と
と
も
に
本
興
寺
文
庫
に
納
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
方
、
本
末
の
二
冊
が
別
系
統
で
は
な
い
と
し
た
場
合
、
本
書
は
当
初
か
ら
日
玖
師
の
発
企
に
よ
り
書
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
と

（
脆
）

考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
本
冊
は
日
玖
師
の
誰
え
に
よ
っ
て
誰
か
が
転
写
を
し
た
の
で
あ
り
、
末
冊
は
日
玖
師
自
身
が
密
い
た

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
筆
者
は
異
な
る
も
の
の
、
こ
の
二
冊
は
同
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
即
ち
ツ
レ
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
冊
の
錐
写
は
Ⅱ
玖
師
に
ほ
ど
近
い
人
物
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
末
冊
の
製
作
年
に
関
し
て
も
、

本
冊
が
密
か
れ
た
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
を
大
き
く
離
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
而
し
て
、
本
番
製
作
の
主
た
る
目

的
が
自
身
の
教
学
研
鐙
の
た
め
で
あ
っ
た
の
か
、
或
い
は
当
初
よ
り
本
興
寺
に
納
め
る
こ
と
を
も
企
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は

不
明
な
が
ら
、
日
玖
師
に
よ
る
本
書
の
寄
進
が
そ
こ
か
ら
約
二
十
五
年
も
下
る
こ
と
を
勘
合
す
る
と
、
後
者
の
可
能
性
は
い
さ
き
か

不
明
な
が
ら
、
日
玖
師
脾

ち
な
み
に
、
本
番
に
は
修
復
の
跡
が
確
泌
さ
れ
、
か
つ
表
紙
等
の
装
丁
が
本
末
伺
棟
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
興
寺
に
納
め

る
際
に
日
玖
師
が
体
裁
を
調
え
た
と
見
る
の
が
常
識
的
で
あ
る
が
、
或
い
は
寄
進
を
う
け
た
日
顕
師
が
あ
ら
た
め
て
新
調
し
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
先
述
の
如
く
、
本
書
が
本
興
寺
に
寄
進
さ
れ
た
そ
の
時
期
、
日
顕
師
は
御
聖
教
修
復
事
業
を
進
め
て
お
り
、

そ
う
し
た
一
連
の
作
業
の
中
で
本
末
二
冊
の
装
丁
が
新
た
に
調
え
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

〈
新
川
史
料
〉
「
私
新
抄
」
の
副
略
本
「
仏
斬
記
」
に
つ
い
て
（
平
島
盛
碗
）

苦
し
い
と
い
え
よ
う
か
。

ち
な
み
に
、
本
番
に
樫
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以
上
、
研
究
ノ
ー
ト
な
ら
で
は
の
試
み
に
よ
り
、
本
末
二
冊
の
筆
者
や
製
作
年
お
よ
び
伝
来
の
経
緯
等
に
つ
い
て
櫻
々
愚
考
を
め

ぐ
ら
せ
た
の
で
あ
る
が
、
根
拠
と
な
る
情
報
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
故
に
今
は
、
本
書
の
書
誌
的
事
楕
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
可
能
性

を
保
冊
し
て
お
き
た
い
。
な
お
現
在
、
日
玖
師
と
日
通
師
の
人
物
像
お
よ
び
両
者
の
関
係
等
に
つ
き
調
在
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
大
方
の
御
教
示
を
御
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
末
冊
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
「
此
壱
巻
」
は
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
十
二
月
に
、
日
玖
師
か
ら
本
興
寺
の
貫
首
で
あ
る

日
顕
師
に
附
与
さ
れ
、
同
寺
の
文
庫
に
納
め
ら
れ
た
。
「
此
壱
巻
（
中
略
）
附
与
愚
僧
」
と
あ
る
故
に
、
そ
の
お
り
本
冊
も
同
時
に

附
与
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
な
が
ら
、
「
泰
寄
進
私
新
記
二
冊
之
内
」
と
あ
る
奥
啓
か
ら
し
て
、
本
末
の
二
冊
が
同
時
に

本
興
寺
の
蔵
艸
と
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
本
緋
は
な
ん
ら
か
の
珊
悩
に
よ
り
そ
の
後
術
後
に
流
れ
、

（
肥
）

「
唱
行
院
」
な
る
伽
の
手
に
渡
る
こ
と
に
な
る
も
、
奥
書
に
識
し
た
同
師
の
遺
言
に
よ
り
岬
ぴ
本
興
寺
に
収
め
ら
れ
現
在
に
至
っ
た

語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
日
顕
師
自
身
が
「
私
新
記
』
を
編
み
本
卿
寺
文
脈
に
納
め
た
か
の
よ
う
に
擁
め
る
本
末
の
奥
普
に
つ
い
て
は
、
末
冊
に

「
自
筆
日
顕
」
と
あ
っ
て
「
自
筆
」
の
部
分
が
消
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
意
味
を
解
く
鍵
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な

§
§

わ
ち
こ
の
奥
書
は
、
貞
享
元
年
に
本
書
が
本
興
寺
文
庫
に
納
め
ら
れ
た
時
に
同
寺
の
関
係
者
が
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
あ
ら
た

め
て
日
顕
師
自
身
が
そ
の
奥
書
を
確
認
し
た
折
に
表
記
の
誤
り
に
気
付
き
、
「
自
筆
」
の
と
こ
ろ
を
自
ら
の
筆
で
消
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
正
確
な
本
番
伝
来
の
経
緯
を
書
き
残
す
必
要
を
感
じ
た
同
師
が
、
ま
さ
に
そ
の
筆
で
記
し
た
の
が
自
繁
の
織
語

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
本
冊
の
「
自
兼
日
顕
」
も
本
来
な
ら
ば
消
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
こ
の
見
せ
洲
ち
は
、
本
押
の
撰
者
や
許
写
者
な
い
し
寄
進
者
が
と
も
に
日
顕
師
で
は
な
く
、
他
者
の
功
に
依
る
こ
と
を
物
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本
評
の
内
容
に
つ
い
て
は
ま
さ
に
今
後
の
輔
壷
を
侠
た
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
れ
が
「
私
新
抄
」
を
抄
録
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
左
記
の
目
次
一
覧
の
如
く
、
本
冊
は
、
「
私
新
抄
」
第
二
帖
の
「
尋
ね
て
云
く
、
約
教

約
部
の
教
相
は
破
文
・
正
義
の
中
に
は
何
れ
ぞ
や
の
事
」
を
（
二
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
、
第
六
帖
の
「
本
門
円
宗
の
意

は
本
尊
の
立
所
は
本
迩
二
門
に
亘
る
や
の
事
」
を
（
三
二
と
す
る
と
こ
ろ
ま
で
を
抄
録
し
て
い
る
。
同
様
に
末
冊
は
、
第
八
帖
の

「
二
乗
成
仏
・
久
遠
成
道
の
事
」
を
（
二
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
、
第
一
三
帖
の
「
教
行
証
三
重
血
脈
の
事
」
を
（
二
四
）

と
す
る
と
こ
ろ
ま
で
を
抄
録
し
て
い
る
。

い
ま
、
『
私
新
抄
』
の
目
次
一
覧
を
挙
げ
て
『
私
新
記
」
に
抄
録
さ
れ
た
項
目
を
示
せ
ば
お
よ
そ
左
記
の
如
く
で
あ
る
。
な
お
、

「
私
新
抄
」
の
目
次
と
本
文
の
標
題
と
で
は
表
記
に
違
い
が
確
組
さ
れ
る
嶋
合
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
典
蹟
の
本
文
標
魎
に
よ
っ
た
。

ま
た
、
「
私
新
抄
』
と
「
私
新
紀
」
（
剛
次
）
の
標
題
に
表
紀
の
述
い
が
あ
る
珊
合
、
「
私
新
妃
」
の
そ
れ
を
優
先
し
、
「
私
新
抄
」
と

の
述
い
や
特
記
す
べ
き
那
柄
を
（
）
内
に
示
し
た
。

そ
の
際
、
「
私
新
記
」
が
「
私
新
抄
」
全
体
か
ら
ど
の
項
目
を
採
択
し
た
か
と
い
う
こ
と
と
も
に
、
各
標
題
の
下
に
紋
せ
た
内
容

が
全
文
で
あ
る
の
か
抄
録
で
あ
る
の
か
は
注
意
を
要
す
る
。
そ
こ
に
こ
そ
、
撰
者
の
関
心
や
、
そ
れ
を
生
む
教
学
的
土
壌
ひ
い
て
は

本
書
が
編
ま
れ
た
当
時
の
日
蓮
教
学
界
の
情
勢
等
ま
で
を
も
窺
う
こ
と
の
で
き
る
手
掛
か
り
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

三
、
本
諜
の
内
容
に
つ
い
て

〈
新
川
史
料
〉
「
秘
斬
抄
』
の
剛
略
本
「
仏
新
紀
」
に
つ
い
て
（
平
島
盛
肌
）
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※
『
私
新
抄
」
の
目
次
と
「
私
新
記
」
が
採
択
し
た
項
目
一
覧

第
二
帖
約
教
・
約
部
の
事

第
一
帖

三
身
の
利
生
に
付
い
て
柵
熟
脱
を
論
ず
る
恥

側
迩
顕
本
の
後
、
娑
婆
界
の
衆
生
に
於
い
て
弥
陀
・
観
音
等
を
信
じ
て
下
柧
を
成
じ
、
得
脱
を
成
ず
と
云
う
べ
き
や

久
遠
・
今
Ｈ
擬
蹴
の
躯

通
途
の
教
相
の
事

諸
仏
の
化
道
は
不
同
な
る
事

娑
婆
世
界
の
教
主
は
釈
尊
一
仏
に
限
る
事

発
起
・
影
響
・
当
機
・
結
縁
の
四
衆
の
中
に
何
を
以
て
正
意
と
な
す
や

本
門
の
意
は
三
世
益
物
の
中
に
何
を
以
て
正
機
と
な
す
や

在
世
・
滅
後
の
教
相
不
同
の
事

種
熟
脱
を
以
て
在
世
・
滅
後
の
教
相
を
判
ず
る
事

秘
熟
脱
に
付
い
て
天
台
・
当
家
の
教
相
を
分
別
す
る
躯
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（
一
部
を
「
尋
ね
て
云
く
、
約
教
約
部
の
教
相
は
破
文
・
正
義
の
中
に
は
何
れ
ぞ
や
の
事
」
に
絹
入
）

（
二
尋
ね
て
云
く
、
約
教
約
部
の
教
相
は
破
文
・
正
義
の
中
に
は
何
れ
ぞ
や
の
事

（
抄
録
。
こ
の
標
題
は
「
私
新
抄
』
に
は
な
く
、
「
約
教
・
約
部
の
事
」
全
八
紙
の
内
の
約
四
紙
に
つ
い
て
独
自
に
付
し
た
も
の
）

（
二
）
五
重
玄
の
事

（
全
文
を
「
五
砿
玄
の
小
」
に
細
入
）

（
三
）
権
実
は
横
、
本
迩
は
竪
の
事
（
全
文
）

（
四
）
名
体
宗
用
の
各
に
本
迩
を
分
っ
事

（
「
私
新
記
」
の
目
次
に
挙
げ
る
も
本
文
は
な
し
）

〈
新
出
史
料
）
『
私
新
抄
」
の
剛
略
本
「
秘
新
紀
」
に
つ
い
て
（
平
島
盛
脳
）

本
迩
の
相
待
・
絶
待
二
妙
の
事

法
華
宗
の
修
行
は
相
待
妙
の
修
行
に
し
て
他
宗
よ
り
難
を
加
う
る
事

付
た
り
、
当
分
・
跨
節
の

相
待
妙
に
開
会
を
明
か
す
や

当
分
・
跨
節
の

相
待
・
絶
待
二
妙
の
事

法
華
宗
の
意
は
四
亜
興
廃
を
用
い
る
や

三
大
部
の
大
綱
の
事

四
亜
興
聡
の
邪

（
全
文
。
こ
の
下

横
竪
教
相
の
事

こ
の
下
に
「
横
竪
教
相
の
事
」
の
全
文
を
編
入
）

小

一
心



へへへ

八七六
一一一

（
五
）
本
迩
実
相
同
異
の
邪

第
四
帖

第
三
帖

怨
ね
て
云
く
、
当
宗

法
飛
宗
の
行
儀
の
事
当
宗

三
身
の
生
起
の
邪

止
観
一
部
を
建
立
す
る
生
起
次
第

種
脱
顕
本
の
事

化
道
の
始
終
不
始
終
、
師
弟
の
遠
近
等
の
事

本
門
の
教
主
は
報
身
の
事

本
門
の
教
主
の
事

（
全
文
。
『
私
新
紀
」
の
本
文
に
「
五
」
の
項
は
な
く
、
「
四
」
の
下
に
譜
か
れ
て
い
る
）

迩
門
の
上
に
本
門
起
る
由
来
の
邪
（
全
文
）

本
迩
事
理
約
束
の
事
（
全
文
）

（
全
文
。
こ
の
末
尾
に
「
第
二
四
帖
目
」
と
記
し
、
第
四
帖
の
「
地
涌
の
菩
薩
を
以
て
所
化
と
な
す
事
は
三
身
に
亘
る
と
云
う
べ

き
や
」
の
中
か
ら
約
八
紙
の
文
を
編
入
）

の
窓
は
流
飛
玄
に
勝
正
を
識
ず
と
云
う
べ
き
か
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（
九
）
本
門
三
ヶ
大
事
の
事
（
全
文
）

（
一
○
）
十
界
の
当
体
本
尊
な
る
事
（
全
文
）

（
二
）
本
尊
に
於
い
て
能
開
所
開
を
具
す
る
邪
（
全
文
）

二
二
）
本
蝋
に
於
い
て
十
界
を
典
す
る
鞭

（
全
文
。
「
私
新
抄
」
の
標
題
は
「
本
尊
に
於
い
て
本
迩
を
具
す
る
事
」
。
表
記
の
誤
り
か
）

（
一
三
）
本
尊
に
十
界
を
具
足
す
る
事
（
全
文
）

（
一
四
）
名
体
宗
用
教
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
瓢
（
全
文
）

（
一
五
）
円
宗
の
本
聴
は
一
体
三
宝
の
邪
（
全
文
）

（
一
六
）
三
世
に
約
し
て
本
尊
を
論
ず
る
事
（
全
文
）

（
一
七
）
本
尊
に
付
い
て
待
絶
二
妙
を
分
別
す
る
事
（
全
文
）

（
一
八
）
開
迩
顕
本
の
時
、
本
尊
と
行
者
と
一
体
の
事
（
全
文
）

（
一
九
）
本
騨
の
利
生
は
三
世
に
亙
る
と
云
う
べ
き
邪
（
全
文
）

（
二
○
）
正
像
末
の
本
尊
の
実
体
は
各
別
に
こ
れ
有
り
と
云
う
べ
き
や
の
聯
（
全
文
）

（
二
一
）
本
尊
に
お
い
て
能
開
所
開
を
證
ず
る
事
（
全
文
）

〈
新
川
史
料
〉
「
樫
新
抄
』
の
剛
略
本
「
私
新
記
』
に
つ
い
て
（
平
島
盛
随
）

第
五
帖

地
涌
の
菩
薩
を
以
て
所
化
と
な
す
事
は
三
身
に
亘
る
と
云
う
べ
き
や

二
部
を
「
本
門
の
教
主
の
事
」
に
絹
入
）

一万一



（
全
文
。
目
次
の
標
題
の
上
に
○
印
あ
り
。
）

（
三
二
本
門
円
宗
の
意
は
、
本
聴
の
立
所
は
本
迩
二
門
に
亘
る
や
の
邪

（
全
文
。
こ
の
下
に
鋪
六
帖
下
の
「
本
門
敬
主
」
と
「
十
如
実
相
の
邪
」
の
全
文
を
細
入
）

第
六
帖
上

（
二
三
）
後
五
百
才
一
間
浮
提
未
曾
有
の
大
漫
茶
羅
の
事

（
全
文
。
「
私
新
抄
」
の
目
次
は
「
三
国
未
伝
の
本
尊
の
邪
」
。
本
文
が
「
尋
云
蓮
師
云
仏
滅
後
五
百
才
一
間
浮
提
之
内
未
曾
有
之
大

マ
タ
ラ
也
ぷ
蕊
。
此
意
如
何
」
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
か
。
目
次
の
標
題
の
上
に
○
印
あ
り
）

（
二
四
）
問
う
、
円
宗
の
本
尊
は
三
身
の
中
に
何
ぞ
や
の
事
（
全
文
）

（
二
五
）
当
宗
の
本
尊
は
報
応
二
身
に
亘
る
や
の
事
（
全
文
）

（
二
六
）
法
身
を
以
て
本
門
円
宗
の
本
尊
と
な
す
や
の
事
（
全
文
）

（
二
七
）
円
宗
の
意
は
、
三
身
の
種
子
を
各
別
に
こ
れ
を
修
す
る
や
の
聯
（
全
文
）

（
二
八
）
円
宗
の
本
聯
は
人
法
に
亘
る
や
の
邪
（
全
文
）

（
二
九
）
本
迩
の
法
身
に
不
同
（
勝
劣
）
有
り
や
の
事
（
全
文
）

（
三
○
）
本
門
円
宗
の
意
は
、
首
題
の
五
字
を
以
て
本
尊
と
定
め
給
へ
り
。
し
か
れ
ば
色
相
荘
厳
の
仏
果
を
本
尊
に
あ
ら
ず
と
云

（
二
二
）
不
動
愛
染
の
梵
字
の
事
（
全
文
）

う
べ
き
や
の
事
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第
八
帖

（
二
二
乗
成
仏
・
久
遠
成
道
の
事
（
全
文
）

（
二
）
法
華
宗
の
修
行
用
心
の
事
（
全
文
）

（
三
）
三
身
顕
本
を
以
て
本
迩
勝
劣
を
鏑
ず
る
邪
（
全
文
）

（
四
）
天
台
宗
所
談
の
三
処
の
即
身
成
仏
の
事
（
全
文
）

凡
位
・
聖
位
の
即
身
成
仏
の
事

〈
新
出
史
料
〉
「
息
新
抄
』
の
剛
略
本
「
私
新
記
」
に
つ
い
て
（
平
島
盛
価
）

第
七
帖

一
切
衆
生
の
下
棚
は
報
身
仏
に
限
る
や

本
尊
と
行
者
と
相
対
し
て
如
何
に
境
智
を
分
別
す
る
や

本
門
の
意
は
顕
本
の
報
身
に
始
め
を
諸
ず
る
や

三
五
座
点
は
仮
説
と
実
説
の
中
に
何
れ
ぞ
や

第
六
帖
下

本
門
教
主

十
如
実
相
の
邪

（
全
文
を
「
本
円
円
宗
の
意
は
、
本
尊
の
立
所
は
本
迩
二
門
に
亘
る
や
の
邪
」
の
下
に
編
入
）

（
全
文
を
「
本
門
円
宗
の
意
は
、
本
尊
の
立
所
は
本
迩
二
門
に
亘
る
や
の
邪
」
の
下
に
編
入
）
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爾
前
・
迩
門
・
本
門
の
即
身
成
仏
の
邪

（
五
）
真
言
・
天
台
所
立
の
即
身
成
仏
の
事
（
全
文
）

第
九
帖
天
台
は
権
実
の
判
教
、
蓮
師
は
本
迩
の
教
相
の
事

一
切
衆
生
下
種
の
根
本
は
本
因
本
果
に
亘
る
や

首
題
は
能
生
、
十
界
は
所
生
の
恥

廃
迩
馴
本
の
後
、
迩
化
・
本
化
の
不
同
を
立
つ
る
や

剛
前
・
迩
門
・
本
門
の
序
疋
流
通
の
邪

本
迩
の
仏
意
に
於
い
て
勝
劣
な
く
、
機
情
に
勝
劣
有
る
事

天
台
宗
と
当
宗
、
御
抄
と
本
書
の
不
同
の
事

天
台
宗
と
当
宗
、

剛
前
・
迩
門
・
本
門
の
下
樋
不
同
の
事

天
台
・
当
宗
の
下
孤
の
不
同
の
邪

本
迩
六
即
の
事

即
身
成
仏
は
本
門
に
限
る
事

澗
前
は
椛
粁
の
即
身
成
仏
、

即
身
成
仏
の
教
相
の
事

二
乗
成
仏
・
久
遠
成
道
を
以
て
本
迩
の
即
身
成
仏
を
顕
わ
す
事

法
縦
は
爽
将
の
即
身
成
仏
の
邪

一釦一



（
一
二
三
千
・
三
諦
・
三
剛
不
同

（
一
二
）
自
受
用
身
・
他
受
用
の
邪

（
全
文
。
『
私
新
抄
」
の
標
題
は

第
一
○
帖

（
六
）
本
門
円
宗
の
意
は
、
一
念
三
千
観
を
修
す
る
や
の
事
（
全
文
）

（
七
）
一
念
三
千
は
本
迩
二
門
に
亘
る
や
の
邪
（
全
文
）

（
八
）
迩
門
は
界
如
を
明
か
し
、
本
門
は
三
千
を
明
か
す
事
（
全
文
）

（
九
）
一
心
三
槻
・
一
念
三
千
不
同
の
事

（
全
文
。
目
次
の
標
題
の
上
に
○
印
あ
り
。
本
文
中
に
標
題
な
し
）

二
○
）
一
念
三
千
・
一
心
三
観
勝
劣
の
事
（
全
文
）

二
二
三
千
・
三
諦
・
三
剛
不
同
の
事
（
全
文
）

第
一
一
帖

迩
門
は
脱
に
約
し
て
開
会
を
明
か
し
、
本
門
は
下
柧
に
約
し
て
開
会
を
明
か
す
邪

付
た
り
、
本
迩
倶
に
五
味
主
の
蛎

迩
門
は
絶
待
を
以
て
正
と
な
し
、
本
門
は
相
待
を
以
て
正
と
な
す
事

本
門
に
妙
覚
の
益
を
挙
げ
ざ
る
事

付
た
り
、
本
迩
の
教
相

〈
新
出
史
料
〉
「
私
新
抄
」
の
剛
の
剛
略
本
「
秘
断
記
」
に
つ
い
て
（
平
島
盛
髄
）

「
自
受
用
身
・
他
受
用
身
の
邪
」
）
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正
宗
・
流
通
の
縁
起
に
約
し
て
待
絶
二
妙
を
判
ず
る
邪

付
た
り
、
一
品
二
半
と
八
品
と
の
不
同
の
邪

天
台
宗
と
法
華
宗
の
開
会
不
同
の
事

名
字
・
観
行
に
約
し
て
開
会
を
分
別
す
る
事

付
た
り
、
信
位
行
位
自
力
他
力
開
会
名
た
り

智
者
・
愚
者
に
約
し
て
開
会
を
判
ず
る
事

（
一
三
）
口
唱
の
題
目
に
お
い
て
智
者
・
愚
者
不
同
の
事
（
全
文
）

像
末
に
約
し
て
開
会
を
判
ず
る
叩

概
受
・
折
伏
に
付
い
て
開
会
を
判
ず
る
邪

（
一
四
）
名
体
開
会
の
邪
付
た
り
、
満
祖
の
迩
門
読
訓
の
耶

二
私
新
記
』
の
目
次
に
挙
げ
る
も
本
文
は
な
し
）

（
一
五
）
無
量
義
経
・
普
賢
経
用
否
の
事
（
全
文
）

釈
尊
・
天
台
・
伝
教
・
蓮
師
は
開
会
の
行
者
な
る
事

順
逆
に
就
い
て
開
会
を
分
か
っ
事

付
た
り
、
順
逆
の
相
の
戦

迩
門
は
一
縁
側
廃
・
本
門
は
二
縁
開
廃
の
小

一
代
諸
経
の
正
宗
・
流
通
に
約
し
て
能
開
・
所
開
を
判
ず
る
躯

開
会
・
観
心
不
同
の
邪
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第
一
二
帖

二
六
）
正
像
末
三
時
本
門
流
通
の
事
（
全
文
）

（
一
七
）
本
門
は
正
宗
よ
り
流
通
に
移
る
次
第
の
事
（
全
文
）

二
八
上
）
地
澗
の
菩
薩
は
正
像
に
出
現
し
て
法
礁
を
弘
通
す
る
や
の
邪
（
全
文
）

二
八
下
）
神
力
品
は
別
付
属
、
属
累
品
は
総
付
属
の
事
（
全
文
）

（
一
九
）
属
累
品
の
時
、
本
化
菩
薩
に
付
属
こ
れ
あ
り
や
の
事
（
全
文
）

（
二
○
）
通
化
菩
薩
の
利
益
は
末
法
に
通
ず
る
や
の
事
（
全
文
）

第
一
三
帖

槻
熟
脱
の
邪

付
た
り
、
爾
前
・
迩
門
・
本
門
の
三
益

〈
新
出
史
料
〉
『
私
新
抄
」
の
副
略
卒
「
私
新
記
」
に
つ
い
て
（
平
島
盛
龍
）

爾
前
の
円
と
迩
門
・
本
門
の
開
会
不
同
の
邪

施
権
・
開
権
の
事

法
体
・
仏
恵
・
機
悩
開
会
の
事

一
代
謝
経
に
約

仏
恵
開
会
の
事

代
謝
経
に
約

付
た
り
、
三
祁
法
兼
の
邪

せ
ば
、
正
宗
を
以
て
所
開
と
な
し
、
流
通
を
以
て
能
開
と
な
す
邪

一鯉一



右
に
『
私
新
和

げ
て
お
き
た
い
。

「
私
新
記

（
二
二
本
打
の
三
晒

耶
理
寂
光
の
邪

本
打
の
三
Ⅲ

在
世
・
滅
後
の
邪
理
哲

付
た
り
、
智
者
血

（
二
二
）
法
韮
宗
血
脈
の
事

・
滅
後
の
耶
理
撤

（
全
文
。
但
し
後
半
部
分
は
次
の
標
題
の
下
に
絹
入
）

（
二
三
）
本
門
円
宗
の
本
尊
に
何
ぞ
廿
三
祖
こ
れ
を
列
ぬ
る
や
の
事

（
全
文
。
「
私
新
記
』
の
目
次
に
挙
げ
る
も
本
文
に
標
題
な
し
。
「
法
華
宗
血
脈
の
事
」
の
後
半
の
内
容
に
つ
い
て
独
自
に
標
題
を
付

し
た
も
の
。
目
次
の
標
題
の
上
に
○
印
あ
り
）

（
二
四
）
教
行
祇
三
亜
血
脈
の
邪
（
全
文
）

①
目
次
や
本
文
を
対
照
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
書
は
「
私
新
抄
』
の
抄
録
で
あ
る
。

②
本
書
は
本
末
の
二
冊
か
ら
な
る
冊
子
本
で
、
本
冊
は
全
五
十
七
丁
、
末
冊
は
全
六
十
一
丁
か
ら
な
っ
て
い
る
。

③
本
書
の
冒
頭
に
は
、
索
引
の
便
を
考
慮
し
本
末
の
そ
れ
ぞ
れ
に
目
次
が
一
括
さ
れ
て
い
る
。
目
次
に
見
え
る
標
題
は
、
本
冊

は
三
一
、
末
冊
は
二
四
を
数
え
る
。

④
但
し
、
目
次
に
標
題
が
あ
っ
て
も
、
本
文
が
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
（
本
冊
四
、
末
冊
一
四
）

こ
れ
無
し
、
何
を
以
て
仏
棚
と
な
す
や
の
邪
（
全
文
）

」
を
概
観
し
た
。
詳
細
は
後
日
を
期
す
と
し
て
、
本
番
の
内
容
に
閲
し
現
時
点
で
気
付
か
れ
た
特
徴
を
次
に
挙

光
の
耶

嬉
り
、
智
者
・
愚
者
行
儀
の
事
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⑥
目
次
の
標
題
の
上
に
○
印
が
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
（
本
冊
二
三
・
三
○
、
末
冊
九
・
二
三
）

⑦
「
尋
云
」
「
杵
云
」
「
口
伝
云
」
「
仰
云
」
「
私
云
」
等
と
あ
る
場
合
、
か
な
ら
ず
以
下
に
続
く
文
章
が
段
落
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
点
、
「
私
新
抄
』
よ
り
も
徹
底
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑧
「
私
新
抄
』
の
標
題
が
違
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
『
私
新
記
一
で
は
関
連
す
る
内
容
を
一
つ
の
標
題
の
も
と
に
編
入

す
る
場
合
が
あ
る
。
（
本
冊
二
・
八
・
三
二

⑨
「
私
新
記
」
は
『
私
新
抄
」
の
抄
録
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
が
、
本
書
に
書
か
れ
た
各
標
題
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
そ

の
全
文
を
躯
写
し
て
お
り
、
抄
録
は
希
で
あ
る
。
（
本
冊
一
・
三
）

⑩
符
見
の
限
り
、
本
書
中
に
撰
者
独
自
の
所
見
等
は
確
認
さ
れ
な
い
。
但
し
、
所
引
の
御
書
が
録
外
で
あ
る
等
、
諸
種
の
註
記

⑩
符
見
の
限
り
、
心

⑤
標
題
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
『
私
新
抄
」
と
全
同
で
な
く
、
撰
者
が
独
自
に
付
し
た
場
合
が
あ
る
。
（
本
冊
一
・
二
三
、
末
冊

⑪
本
冊
の
第
一
紙
表
に
次
の
一
三

新
抄
」
に
引
か
れ
て
い
な
い
。

紙
表
に
次
の
三
つ

は
確
認
さ
れ
る
。

一
一
一
一
一
）

一
、
蓮
錐
三
昧
経
云
、
帰
命
本
堂
典
法
身
、
常
住
妙
法
心
迩
台
、
本
働
‐
来
，
莊
厳
三
身
〃
憾
勾
三
十
七
騨
住
心
城
↓
普
門
服

数
諸
三
昧
、
無
辺
徳
海
本
円
満
シ
、
遠
離
因
果
法
然
具
還
診
我
し
頂
礼
ス
心
ノ
諸
仏
り
ぇ
玄
私
七
云
即
是
し
諸
経
ノ
円
門
理
具
ナ

（
Ⅳ
）

リ
文
古
之
文
玄
私
七
岡
十
圃
二
引

（
閉
）

一
、
記
九
本
云
伽
耶
尚
是
華
厳
寧
非
開
則
倶
開
不
思
縦
一
重

（
旧
一

一
、
玄
七
云
脱
本
門
付
嘱
如
来
一
切
所
有
之
法
兼
押
迩
門
法
也
ｚ

〈
新
出
史
料
〉
『
私
新
抄
」
の
剛
酪
本
「
秘
新
記
」
に
つ
い
て
（
平
島
盛
肌
）

の
要
文
が
羅
列
さ
れ
て
お
り
、
注
意
を
要
す
る
。
な
お
管
見
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
文
は
『
私

一痴一



こ
の
た
び
の
調
査
に
よ
り
、
『
本
興
寺
寺
宝
目
録
』
に
記
紋
す
る
「
私
新
記
二
冊
」
が
、
日
仁
師
の
い
わ
ゆ
る
「
二
巻
〃
略
本
之

私
新
抄
」
で
あ
り
、
古
来
よ
り
多
く
流
伝
し
て
い
た
と
い
う
「
私
新
抄
』
の
剛
略
本
の
一
本
で
あ
る
こ
と
が
確
誕
で
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
「
私
新
紀
」
の
脈
本
が
未
確
泌
で
あ
り
か
つ
本
興
寺
所
蔵
の
一
本
し
か
確
泌
さ
れ
て
い
な
い
現
時
点
に
お
い
て
は
、
本
謝
の

脈
本
が
い
つ
誰
に
よ
っ
て
細
ま
れ
た
の
か
等
の
誹
謎
的
邪
愉
は
も
と
よ
り
、
本
諜
伝
搬
の
範
囲
が
ど
の
程
庇
で
あ
っ
た
の
か
と
い
っ
た

歴
史
的
事
情
に
つ
い
て
も
、
有
力
な
手
掛
か
り
は
何
も
掴
め
て
い
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
本
稿
の
冒
頭
に
引
い
た
日

仁
師
の
『
御
聖
教
目
録
」
に
は
「
承
師
之
略
本
歎
」
と
あ
り
、
根
拠
は
不
明
な
が
ら
、
本
書
の
原
本
が
両
山
第
十
二
世
日
承
師
の
手

に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
仁
師
の
こ
の
推
測
の
当
否
に
つ
い
て
は
予
断
を
許
さ

（
釦
｝

な
い
。
同
級
に
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
本
興
寺
に
本
蒋
を
納
め
た
日
玖
師
が
原
本
の
撰
者
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
本
稿
が
な
ん
ら
か
の
成
果
を
上
げ
た
と
す
る
な
ら
ば
㈲
そ
れ
は
『
私
新
抄
」
の
剛
略
本
が
「
私
新
記
』
な

る
著
述
で
あ
り
、
そ
れ
が
実
際
に
存
在
し
た
こ
と
を
裏
付
け
た
と
い
う
一
点
に
あ
る
。
今
後
は
、
関
連
事
項
を
調
査
す
る
こ
と
で
、

本
書
の
書
誌
情
報
を
は
じ
め
隆
師
滅
後
に
お
け
る
日
隆
教
学
の
研
鐙
の
あ
り
さ
ま
や
そ
の
伝
搬
等
に
つ
い
て
、
不
明
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
に
些
か
な
り
と
も
光
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
日
仁
師
の
当
時
、
日
隆
数
学
の
研
錨
を
目
的
と
し
て
多
く
の
略
本
（
『
私
新
記
」
）
が
流
伝
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
原
本
の
所
在
を
含
め
、
本
排
の
研
究
に
資
す
る
Ⅲ
遮
傭
報
の
提
供
を
各
方
面
に
御
願
い
申
し
上
げ
た
い
。

四
、
お
わ
り
に
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↓

（
３
）
承
師
写
本
に
つ
い
て
は
前
掲
の
拙
稿
に
卑
見
を
述
べ
た
。

（
４
）
例
え
ば
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
纂
『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
」
（
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
第
二
版
、
山
喜
房
仏
書
林
発
行
、
以
下

「
宗
全
ご
第
八
巻
の
「
例
言
」
に
は
、
本
抄
の
翻
刻
に
使
用
し
た
底
本
に
関
し
次
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

私
新
抄
正
本
は
京
都
本
能
寺
に
在
り
、
而
も
門
外
不
出
の
山
規
あ
る
を
以
て
親
し
く
正
本
対
照
の
便
を
得
す
。
乃
ち
正
本
と
対

照
を
綴
た
り
と
称
し
岡
山
よ
り
提
供
せ
ら
れ
た
る
古
写
本
並
に
岡
宮
光
畏
寺
五
十
六
世
日
疎
師
の
騰
写
に
係
る
写
本
そ
の
他
古

今
の
写
本
三
弧
を
対
照
し
て
此
稿
を
定
む
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
能
寺
格
護
の
真
蹴
が
門
外
不
出
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
代
わ
り
に
同
寺
か
ら
提
供
さ
れ
た
古
写
本
（
「
本
能
寺
文

書
・
什
宝
等
目
録
」
證
疏
番
号
九
九
の
写
本
か
）
と
、
光
長
寺
第
五
十
六
世
日
諒
師
（
一
八
五
五
～
一
九
一
六
）
の
写
本
（
た
だ
し
、

『
光
長
寺
寺
寶
築
」
〈
平
成
二
十
七
年
四
月
、
大
本
山
光
長
寺
発
行
〉
に
同
写
本
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
）
お
よ
び
そ
の
他
の
写
本
三

棚
を
対
照
し
て
定
稿
と
し
た
と
い
う
。

（
５
）
「
大
本
山
本
興
寺
寺
宝
目
録
」
（
平
成
三
年
二
月
二
十
六
Ｈ
、
大
本
山
本
興
寺
発
行
）
二
十
五
頁

（
６
）
経
年
に
よ
る
紙
の
縮
み
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
た
び
の
調
査
で
は
、
法
最
二
九
・
二
×
二
○
・
七
（
単
位
は
糎
）
が
確
認
さ
れ
た
。

（
７
）
な
お
、
第
五
十
七
紙
の
裏
に
「
紙
数
五
十
八
枚
表
共
」
と
あ
る
の
は
、
表
紙
も
含
め
た
数
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
８
）
こ
の
点
に
関
し
私
は
全
く
の
素
人
で
は
あ
る
が
、
こ
の
た
び
の
調
査
で
本
末
の
筆
跡
と
紙
質
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

（
９
）
日
顕
師
の
御
聖
教
修
復
邪
業
に
つ
い
て
は
、
大
平
宏
耐
「
本
興
寺
二
十
八
世
Ｈ
顕
上
人
の
御
聖
教
修
復
耶
業
に
つ
い
て
」
二
宗
門
史

〈
新
川
史
料
〉
「
胤
新
抄
」
の
剛
略
本
『
私
新
挺
」
に
つ
い
て
（
平
胤
盛
Ⅲ
）

（
１
）
そ
の
時
の
調
壷
は
「
私
新
抄
」
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
近
刊
の
「
桂
林
学
叢
」
第
三
十
三
号
に
。
私
新
抄
」
（
真
蹟
）
に

関
す
る
覚
書
」
と
題
し
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。

（
２
）
但
し
、
「
本
能
寺
文
寄
・
什
宝
等
目
録
』
（
昭
和
六
十
二
年
二
月
、
法
華
宗
大
本
山
本
能
寺
発
行
）
に
は
該
普
の
記
戟
は
確
誕
さ
れ
な

ｈ
○

へ

､
L 註
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談
」
創
刊
号
所
収
、
昭
和
四
十
八
年
、
法
華
宗
宗
門
史
編
纂
委
員
会
発
行
）
に
詳
し
い
。

（
、
）
日
玖
師
の
人
物
像
に
つ
い
て
は
現
在
調
査
中
で
あ
る
が
、
「
本
能
寺
史
料
西
国
末
寺
篇
」
（
平
成
五
年
十
二
月
十
五
日
、
法
華
宗
大

本
山
本
能
寺
発
行
、
四
○
八
頁
）
に
は
、
円
隆
寺
開
山
・
亜
宣
院
日
玖
師
の
没
年
に
つ
き
「
延
宝
五
年
巳
九
月
廿
七
日
徳
鴫
妙
法

寺
ニ
テ
遷
化
」
と
あ
る
。
妙
法
寺
の
項
（
四
○
一
頁
）
も
没
年
は
同
じ
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
法
蕪
宗
年
表
』
（
昭
和
四
十
七
年
五
月

二
十
三
冊
、
法
縦
宗
〈
本
門
流
〉
縦
務
院
発
行
、
一
三
一
頁
）
に
よ
る
と
、
延
宝
五
年
の
八
年
後
に
あ
た
る
貞
享
二
年
に
日
玖
師
が

妙
法
寺
を
創
立
し
た
（
根
拠
は
寺
記
）
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
『
本
能
寺
史
料
」
と
矛
盾
す
る
。
蓋
し
、
日
顕
師
が
残
し
た
識
語
か
ら

し
て
、
貞
享
元
年
二
六
八
四
）
に
日
玖
師
が
日
顕
師
に
本
書
を
付
与
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
か
ら
、
延
宝
五
年
二
六
七
七
）

を
日
玖
師
の
没
年
と
す
る
の
は
伝
承
や
記
録
の
誤
り
と
い
え
よ
う
か
。
ま
た
「
本
門
法
華
宗
の
寺
々
」
（
令
和
三
年
二
月
十
六
日
、
本

門
法
雅
宗
発
行
）
に
よ
れ
ば
、
円
隆
寺
の
ほ
ど
近
く
に
趣
っ
「
安
立
寺
」
の
項
に
は
、
同
寺
第
十
二
世
の
妙
経
院
日
義
師
が
後
に
佃

名
を
改
め
敢
寛
院
側
玖
と
称
し
た
と
し
、
没
年
を
延
宝
五
年
九
〃
二
十
七
Ⅱ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
「
本
能
寺
史
料
西
国
末
寺
鮒
」

（
四
一
七
頁
）
を
み
る
と
、
安
立
寺
弗
十
二
世
妙
教
院
日
養
師
の
没
年
は
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
三
月
十
六
日
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
院
号
の
文
字
が
一
字
違
っ
て
い
る
が
同
一
人
物
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
玖
師
の
没
年
等
を
め
ぐ
っ
て
は
悩
報
が
錯
綜
し

て
い
る
。
故
に
本
稿
は
、
も
っ
と
も
信
恐
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
日
顕
師
の
識
語
に
よ
っ
て
同
師
の
人
物
像
を
考
え
た
い
。
よ
っ
て

今
は
、
日
玖
師
の
没
年
を
「
貞
享
元
年
以
降
」
と
し
て
お
く
。

て
い
る
。
故
に
本
稿
は
、

今
は
、
日
玖
師
の
没
年
を

但
し
、
「
本
能
寺
史
料
西
国
末
寺
篇
」
（
四
○
一
頁
）
は
寛
文
年
庇
の
創
立
と
す
る
。

か
り
に
日
承
師
が
原
本
の
撰
者
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
本
能
寺
格
護
の
真
蹴
か
、
あ
る
い
は
極
め
て
梢
度
の
高
い
自
兼
の
写
本

（
現
本
興
寺
蔵
、
前
掲
拙
稿
参
照
）
を
底
本
と
し
て
本
番
を
編
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
本
書
に
は
、
本
末
の
二
冊
と
も
に

異
本
と
校
合
し
見
せ
消
ち
修
正
し
た
形
跡
が
処
々
に
認
め
ら
れ
る
。
か
り
に
真
蹟
や
承
師
の
自
証
写
本
が
底
本
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

異
本
と
校
合
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
こ
れ
は
、
承
師
の
転
写
の
縦
り
を
後
の
推
か
が
修
正
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

一
言
一
・
一
三
一
頁
参
照
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か
。
或
い
は
、
こ
れ
が
原
本
の
誤
り
な
の
で
は
な
く
、
転
写
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
誤
字
を
他
の
伝
本
に
よ
っ
て
修
正
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
◇
等
々
の
不
辮
な
点
が
多
い
故
に
今
は
、
本
審
が
原
本
の
様
子
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
も
含
め
て
、

日
永
師
を
原
本
の
撰
稀
と
み
る
こ
と
に
つ
い
て
は
仙
爪
を
期
し
た
い
。
ち
な
み
に
、
Ⅱ
猟
師
の
「
御
型
教
総
Ⅲ
録
』
（
「
桂
林
学
斑
」

第
四
号
所
収
）
に
は
、
承
師
書
写
の
「
私
新
抄
」
は
放
せ
る
が
、
「
私
新
記
」
は
見
ら
れ
な
い
。
、

（
Ｍ
）
こ
の
時
期
の
日
顕
師
は
御
聖
教
修
復
事
業
（
こ
と
に
は
目
録
作
製
作
業
）
を
進
め
て
お
り
、
大
平
宏
龍
前
掲
稿
に
よ
れ
ば
、
「
貞
享
元

年
（
一
六
八
四
）
の
十
二
月
か
ら
翌
年
の
初
に
か
け
て
、
主
と
し
て
盤
理
対
校
を
せ
ら
れ
、
そ
の
川
に
修
復
で
き
る
も
の
は
修
徹
し
、

一
応
整
理
の
終
っ
た
段
階
で
目
録
を
作
製
せ
ら
れ
た
の
が
貞
享
元
年
十
二
月
も
恐
ら
く
末
の
邪
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
。

（
垣
無
證
、
こ
の
場
合
の
底
本
が
本
書
の
原
本
で
あ
っ
た
か
写
本
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
焔
）
「
唱
行
院
」
な
る
僧
に
つ
き
、
「
本
能
寺
史
料
西
国
末
寺
篇
」
を
検
す
る
も
、
管
見
の
限
り
備
前
・
備
中
・
備
後
の
諸
寺
歴
代
に
そ

の
名
を
硴
泌
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
Ｕ
「
法
華
玄
義
私
記
」
二
天
全
四
’
四
七
二
頁
）
。
こ
れ
は
、
「
法
華
玄
義
」
が
新
成
顕
本
を
蓋
じ
る
文
脈
に
対
す
る
証
真
の
洲
釈
で
あ

り
、
自
然
覚
了
の
仏
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
引
か
れ
た
本
覚
讃
と
自
身
の
所
解
で
あ
る
。
但
し
、
本
覚
讃
の
引
用
は
「
私
新
抄
」
中

り
、
自
然
覚
了
の
仏
を
一

（
肥
）
「
文
句
妃
」
（
「
正
蔵
」
三
四
ｌ
雪

（
胸
）
『
法
華
玄
義
」
二
正
蔵
」
三
三
Ｉ

之
法
兼
得
迩
門
法
也
」
と
あ
る
。

（
釦
）
誰
（
旧
）

三
四
ｌ
望

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
私
新
抄
広
本
略
本
私
新
記
御
聖
教
目
録

〈
新
川
史
料
〉
「
杁
折
抄
」
の
剛
略
本
「
泓
新
肥
」
に
つ
い
て
（
平
烏
盛
肥
）

に
数
ヶ
所
確
認
さ
れ
る
。

二
瓦
ｃ
）
。
釈
汕
川
耐
か
ら
の
引
文
。

一
三
三
’
七
七
一
頁
ａ
～
ｂ
）
。
本
利
益
妙
か
ら
の
引
文
。

但
し
、
「
正
蔵
』
は
「
説
本
門
付
嘱
一
切
猪
仏
所
有
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こ
の
た
び
の
調
在
に
際
し
、
「
私
新
記
』
閲
覧
の
許
可
を
下
き
り
色
々
と
御
教
示
を
賜
っ
た
大
本
山
本
興
寺
御
批
首
小
西
日
遥
現
下
に
対

し
他
深
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
大
本
山
本
興
寺
執
邪
長
消
水
常
光
上
人
な
ら
び
に
法
難
宗
教
学
研
究
所
所
艮
株
橋
祐
史
先
生
に
は
御

多
忙
の
と
こ
ろ
調
在
に
ご
同
席
を
頂
き
抑
助
首
を
爪
い
た
。
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
法
務
多
忙
の
と
こ
ろ
写
典
拠
影
に
労

を
柵
し
ま
れ
な
か
っ
た
小
西
顕
剛
・
松
井
孝
朔
の
両
師
に
対
し
紙
而
を
惜
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
付
記
〉

－”－


